
内視鏡センタTの現状と今後の課題（新設2年目の報告）
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若林万由美　矢野いづみ

く要旨〉内視鏡センターは，平成221

拡大により，内視鏡検査，治療の件数弓

てきている。それに伴い看護師の検査

今後，内視鏡に関する情報発信と共にノ

技術の向上が求められている。
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勾視鏡診療部より移行開設され，スタッフも増員された。受け入れ体制の

勤口し，時間を要する治療とともに患者への負担も多く，リスクも高くなっ

治療に関わる時間，業務内容も増えている。

部門との連携を深め，新たな内視鏡治療，機器に対応できる専門的な知識，
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1　はじめに

内視鏡センターは，先進医療，地域医療への貢献を

目的に，平成22年内視鏡診療部より移行，開設された。

面積は以前の2倍，内視鏡検査室は3部屋から5部屋，

X線検査室を1部屋増設，手術室，日帰りカテリカバ

リー室も新設され，看護師及びスタッフ6名から13名

に増員となった。内視鏡医療の進歩は目ざましく，看

護師，内視鏡技師には専門性の高い知帝技術が求めら

れ，日々努九研輩を積んでいる0内甲鏡診療部から

内視鏡センターへの移行前後の実績を報告し，今後の

課題について考察する

2　方法

（1）センター化前後の業務実績についで比較

診療実績の推移（消化馨一般・上部・下部を除く）

平成22年

図1

平成28年
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年度別総件数，検査項目別件数，治療件数，年度

別時間外件数，手術室，日帰りカテ件数

（2）看護師1人が1日検査治療介助に関わる総時間を

比較（検査15分／件　治療180分／件　膵胆道系及

びEUS60分／件とし総時間を算出）

3　結果（平成21年度内視鏡診療部と比較）

①年度別総件数：（内視鏡検査治療）22年度

18％増加　23年度22％増加（図1）

②膵・胆道系検査：22年度22％増加　23年度43％増

加　膵胆道系の超音波検査22年度58％増加　23年

度124％増加（図2）

③治療件数：22年度28％増加　23年度25％増加

④年度別時間外件数：22年度43％増加　23年度33％
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増加

⑤手術室，日帰りカテの件数：1年目168件，2年目

191件（但し22年度は5月～12月）（図3）

⑥看護師が検査治療介助に関わる時間（図4）

検査：22年度14％増加　23年度18％増加，治療：

22年度28％増加　23年度25％増加，膵胆道系検査

及びEUS：22年度33％増加　23年度55％増加

4　考察

センター化により受け入れ体制が拡大され内視鏡検

査・治療の総件数が増加し，なかでもESDなどの治療，

膵胆道系の検査，超音波内視鏡検査などが特に増えて

きている。より確実な診断を行う目的で，2種類の検

査を同時に行うケースもあり，時間を要する治療とと

もに患者への負担も多く，リスクも高くなってきてい

るそれに伴い看護師の検査・治療に関わる時間も多く

業務内容も増えている。看護師は，内視鏡検査・治療

がより安全で安楽に受けられるように，注意深い観察

と適格な判断力，集中力が必要となってくる。また，

新たな内視鏡治療，内視鏡機器に対応できる専門的知

識・技術の向上が求められていると共に，手術室，日
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帰りカテリカバリー室に関する新しい業務への対応

と，知識が必要とされる。時間外件数の増加について

は，夜間，休日の患者対応は医師のみとなり，今後看

護師の時間外対応が課題となる。センターへの，入院

外来患者や，付添家人の出入りも増え，患者のみでな

く家人への対応も必要とされる。検査治療の増加に伴

い同時間帯に診療科の違う様々な検査が行われてい

る。検査時に留まらずセンター内でのプライバシーを

配慮し，看護師の適格，冷静な対応により，安心して

安全な検査・治療が受けられる様にすることが重要と

なる。今後増加する様々な患者のニーズに応える為，

内視鏡医療チームとして外来とも連携し，検査説明や，

前処置からの患者アプローチも考えてゆきたい。

5　結語

日々の業務に追われるだけではなく，新しい状況に

対応しながら，看護師，内視鏡技師として専門的な知

識技術を持ち，患者，家族が安心して検査治療を受け

られるよう患者サイドに立った役割が重要である。ま

た院内において，内視鏡に関する情報発信とともに，

他部門との連携を強めていく事が必要となる。
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